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③テーマに合わせて形成したチーム活動

長谷奈々子

取り組種別 問題解決型

長谷　奈々子（管理栄養士）

霜田洋平 介護福祉士

奥本ゆかり 介護福祉士

糟谷　三千子 介護福祉士

管理栄養士

看護師桑原千秋

山本美沙 介護福祉士

介護福祉士

言語聴覚士

小田　敏江

山下　美穂

高橋　真衣

R5年4月1日～10月31日

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標） 水分ゼリーにおける手間コスト（時間）

（目標値）　４１分　→　２０分

１．水分ゼリーのマニュアル作成
２．高齢者の嚥下の疑似体験
３．水分ゼリーの満足度を利用者へアンケート調査（試食会）
４．水分ゼリーの味の種類を増やす
５．他の水分ゼリーを検討

（実施前）　水分ゼリーにおける手間コスト（時間）　４1分

（実施後）　水分ゼリーにおける手間コスト（時間）　１８分

(標準化) 口腔ケア委員会で水分ゼリーのマニュアル見直し１回/年
　　　　　  栄養科で利用者満足度調査実施１回/年
(教　育) 口腔ケア委員会で水分ジュレのマニュアル理解の研修実施１回/年
        　  新人研修で水分ジュレの特性とマニュアルの説明実施
(管　理) ミールラウンド時に水分ジュレの必要量確認
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（管理栄養士）介護老人保健施設オアシス21

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間
介護支援専門員

施設名

演題名 脱水予防効果の水分ゼリーにおけるコストの適正化

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

近年では北海道でも夏は猛暑日が続き、今まで以上に高齢者の水分摂取の重要度が高まってきている。オ
アシス２１では、H27年度のTQMで水分ゼリーを開発しており、水分ゼリーの提供で脱水対策はできていた
が、提供までに手間時間が発生しているという事が問題にあがった。そのため、安全・コスト・親身な対応の
視点から、水分摂取におけるケアを見直す事を目的として活動に取り組んだ。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 10



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】



【対策の立案と実施】

【効果の確認】



【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


